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2Ｈ23・12月号「第630号」 逢坂雄一町長退任・

４期16年の任期を満了
大きな拍手で見送られ退庁

平成23年度平内町褒賞授与式

　去る11月11日(金)に第49回平内町褒賞授

与式が山村開発センターにおいて執り行わ

れました。

　この褒賞は、町の政治、経済、社会、そ

の他各般にわたって顕著な功績をあげられ

た方々を永く顕彰するために行われる町の

権威ある表彰で、昨年度までに230名、7団

体が受賞されております。

　式では、逢坂町長から「全町民に代わり

深甚なる敬意と感謝の意を表します。今後

も『町民参加と協働によるまちづくり』に

一層のご支援、ご協力をお願い申し上げま

す」と式辞があり、褒状が手渡されると受

賞者を代表して須藤定勝氏より「職務と任

務を天分と心得てきたにすぎなかったわけ

で、諸先輩方の懇切な指導と鞭撻の賜と深

く感謝しております」と謝辞がありました。

　長年にわたり平内町町内連合会会長等の要職を

歴任し、豊富な識見と卓抜なる手腕を発揮し、町

内会活動の組織化及び活性化に率先して取り組む

など、社会福祉の向上や地方自治の伸展に尽力さ

れました。

　長年にわたり平内町民生委員児童委員として活

躍し、社会奉仕の精神を発揮し、低所得者等の自

立更生や子どもの健全な環境づくりに取り組むな

ど、旺盛な責任感を持って町民の福祉向上に尽力

されました。

○地方自治功労者

　　須藤　定勝氏(81歳)

○民生功労者

　　豊島　彰氏(75歳)

　11月14日(月)、逢坂雄一町長が任期を満

了し退任されました。

　逢坂町長は昭和55年から３期12年町議を

務め、２年間の教育委員を経て、平成７年の

町長選初当選以来４期16年に渡り町政運営

に携わってきました。

　その間、県町村会長を務めた他、町の財

政再建に手腕を発揮するなど、平内町のか

じ取りに尽力されました。

　退任のあいさつで逢坂町長は「住みよい

まちづくりを目指してあっという間の16年

間だった。これも町民の支援、協力あって

のこと。感謝の気持ちでいっぱい」と振り

返りました。

　見送りのため、町長室から庁舎玄関にか

け、町議会議員や職員だけでなく、多くの

町民がかけつけました。逢坂町長は大きな

拍手に見送られ、役場を後にしました。



3 Ｈ23・12月号「第630号」・茂浦小学校閉校記念式典

　11月13日(日)、茂浦小学校体育館において閉校記念式典

が執り行われました。式典は、地域の拠点として歩んでき

た歴史を振り返るとともに、学校活動への功労や支援に対

する感謝の意を表するため、茂浦小学校閉校記念事業実行

委員会(佐々木一義実行委員長)と同校(荒内清藏校長)が開

催したもので、在校生25名をはじめ、卒業生や歴代教職員

など約170名が出席し、慣れ親しんだ学校との別れを惜し

みました。

　茂浦小学校は、明治11年に茂浦簡易小学校として創立さ

れ、これまで多くの優秀な人材を輩出してきました。

　各種イベントで大活躍し、今や茂浦小学校の代名詞とも

なっているほたて太鼓は平成５年、平内町漁協茂浦支所の

協力により導入されました。平成９年には第21回全国植樹

祭で皇太子・同妃殿下をほたて太鼓にて奉迎しました。今

年度も様々な式典に招かれ、４月の夏泊ほたて海道トンネ

ル開通記念式典や、11月10日には国道４号線土屋バイパス

開通記念式典のオープニングでオリジナル曲の「海鳴りほ

たて太鼓」を披露しました。

　式典では「お別れの言葉」として、児童たちの呼びかけ

に交えてほたて太鼓の演奏が行われ、会場の体育館ととも

に出席者の心にも太鼓の音が響きわたりました。

　茂浦小学校の子どもたちが太鼓を演奏する姿は今年度を

もって見られなくなってしまいますが、町民有志で結成さ

れた「ほたて太鼓保存会」がこれまでと同様にほたて太鼓

を守っていきます。

　会場入口横には寄せ書きコーナーも設置され、来場者た

ちは茂浦小学校の黄色い校旗に「楽しかったよ」「思い出を

ありがとう」など、思い思いのコメントを書き綴りました。

　また、教室前の廊下スペースには昭和20年代からの年度

ごとのアルバムが展示され、来場者からは「若いなあ」、「こ

れあの子じゃない？」と当時を懐かしむ声があちらこちか

ら聞こえてきました。

　自らも茂浦小学校の卒業生である保護者は、「９月の野球

大会で息子が自分と同じユニフォームを着て野球をしてい

る姿を見て込み上げるものがあった。地元の小学校が無く

なるのは寂しく感じるが、息子にはぜひ山口小学校でも野

球を頑張ってほしい」と期待の声を聞かせてくれました。

茂浦小学校閉校記念式典
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4Ｈ23・12月号「第630号」 夜越山森林公園関連・

よごしやま温泉

リニューアルオープン！！

　平内いきいき健康館よごしやま温泉では、春からの改

修工事で利用者の皆様にはご不便とご迷惑をおかけして

きましたが、11月1日(火)、約８か月ぶりにリニューアル

オープンいたしました。

　リニューアルオープン当日は入浴料無料のサービスが

あったこともあり、約950人の入場者で賑わいました。館

内では竹伸会の津軽三味線の演奏会も開かれ、リニュー

アルオープンに華を添えました。

　利用者からは「よごしやま温泉の電気風呂を楽しみに

していた」という声も聞かれ、町民の憩いの場にも賑わ

いが戻って来そうです。

　よごしやま温泉のリニューアルオープンと時を同じく

し、11月１日(火)、夜越山サボテン園の洋ラン温室も改

装を終え、リニューアル展示をスタートさせました。

　「秋冬フラワーコレクション」と題したリニューアル

展示では、カトレアや胡蝶蘭などのランに加え、この季

節を代表するシクラメン、ポインセチアなどの花がずら

りと並び、13日までの期間中に2000名を超える来場者で

賑わいました。

よごしやま温泉
指定管理者募集

　平内町では、「平内いきいき健康館(よごしやま温泉)」

を効果的・効率的に管理運営できる法人その他の団体を

募集します(青森県内に事務所を有する法人その他に限

ります)。

夜越山ローラースキー場
指定管理者募集

役場　産業振興課　観光商工係

　℡７５５ー２１１８

問 役場　産業振興課　観光商工係

　℡７５５ー２１１８

問

◆指定管理者を募集する施設

　　平内いきいき健康館(平成６年開館)

　　青森県東津軽郡平内町大字浜子字堀替106番地４

　　所有者：平内町

　　敷地面積：12,725㎡

　　延べ床面積：3,600.80㎡

　　構造：鉄筋平屋建て

◆指定期間(予定)

　　平成24年４月１日～平成27年３月31日まで(３年間)

　　(※平成29年３月31日までの５年間に延長する計画

　　もあります)

◆指定申請書受付

　　平成23年12月16日～平成23年12月22日まで

　その他詳しい内容は、「平内いきいき健康館指定管理

者公募要領」を作成しておりますので、下記までご請求

下さい(平成23年12月１日から12月８日まで配布)。

　平内町では、夜越山ス

キー場内にあります「夜

越山ローラースキー場」

を効果的・効率的に管理

運営できる法人その他の

団体を募集します(青森県

内に事務所を有する法人

その他に限ります)。

◆指定管理者を募集する施設

　　夜越山ローラースキー場

　　青森県東津軽郡平内町大字小湊字新道46番地27

◆指定期間(予定)

　　平成24年４月１日～平成27年３月31日まで(３年間)

　　(※平成29年３月31日までの５年間に延長する計画

　　もあります)

◆指定申請書受付

　　平成23年12月16日～平成23年12月22日まで

　その他詳しい内容は、「夜越山ローラースキー場指定

管理者公募要領」を作成しておりますので、下記までご

請求下さい(平成23年12月１日から12月８日まで配布)。

　今回の改修では、大きなダメージのあった配管の修繕

のほか、最新のエコキュートシステムの導入により運営

コストだけではなく、地球環境にも配慮した温泉へと生

まれ変わりました。

　入浴料の改定もあり、大人料金が520円から420円と

なったことでさらにご利用しやすくなりました。回数券

もこれまで同様に10回分の料金で12回分の利用ができ、

大変お得になっていますので、ぜひ足を運んでみてはい

かがでしょうか。

サボテン園
リニューアル展示



5 Ｈ23・12月号「第630号」・秋のイベント

平内町民文化祭

撥魂　～BACHIDAMA2011～
初代高橋竹山生誕１０１年

平内町民文化祭
芸術・文化の祭典

　11月３日(木)、町勤労青少年ホーム体育室を会場に津軽

三味線のイベント「撥魂(ばちだま)２０１１」が開催され

ました。

　これは、昨年の初代高橋竹山生誕100年イベントで盛り

上がった機運を途絶えさせてはならないと、商工会青年部

が企画し、「101年目の高橋竹山」として進めてきた事業の

一環で、津軽三味線の山本竹勇さんと高橋竹童さんに加え、

大衆演劇「恋川劇団」の座長を長年務めた恋川純弥さんの

演舞とのコラボレーション企画となりました。平内町から

も柴田義政さんや高橋哲子さんの唄が披露され、遠くは愛

知県から集まった約300名の観客を沸かせました。　

　なかでも、津軽三味線と津軽弁で語る詩とを織り交ぜた

山本竹勇さんの「津軽の四季」は、待ち焦がれた春から短

い夏を過ぎ厳しい冬を迎えるまで、臨場感たっぷりの演奏

で観客を惹きつけました。

　また、青森県初出演となる恋川純弥さんの音や光を巧み

に利用した妖艶な踊りに観客は一気に魅了され、早くも「来

年も呼んでほしい」との声が寄せられていました。

　「けっぱれ！東北チャリティーライブ」と謳われた会場

の入口には募金箱が設置され、演奏の休憩時間や帰り際に

多くの善意が寄せられました。この日寄せられた多くの善

意は東北の被災地へ届けられ、震災の復興に充てられます。

　10月29日(土)、30日(日)の２日間、町立体育館、山村開

発センター、そして武道館を会場に芸術と文化の祭典「平

内町民文化祭」が開催されました。

　平内町民文化祭実行委員会の主催するこの文化祭は今年

で34回目。今回も各クラブの方々の力作が並び、ステージ

では熱演が繰り広げられました。

　町立体育館を会場に行われた展示部門では、町の各団体

などから出品された花や盆栽、創芸品などの作品に加え、

管内小・中学校から出品された図画や習字がフロアに所狭

しとディスプレイされました。

　また、フラワーアレンジメントを体験できるコーナーも

設けられ、参加者は空き瓶やペットボトルに生花を活け思

うままに作品を仕上げていました。

　山村開発センターでは発表部門が行われ、詩吟からブラ

スバンドまで多岐にわたる芸能が披露されました。日頃の

成果を存分に発揮した出場者たちには大勢つめかけた観客

から大きな拍手と歓声が贈られました。

　また、武道館では当文化祭にあわせて「平内町健康展」

も開催されました。筋肉体脂肪測定コーナーや血液のさら

さら度チェックコーナーなど様々なブースが設けられ、健

康志向の高まりからか大勢の方が来場し測定していまし

た。その測定結果に対して町役場保健師から食生活や生活

習慣などのアドバイスが得られるとあって、有意義な時間

となったようでした。

第34回

撥魂　

300人が酔いしれた夜



6Ｈ23・12月号「第630号」 生涯学習情報・

平内町教育委員会

℡７５５－２５６５生涯学習情報
町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう

ひらないカレッジ　～いきいきコース～

大間町「あおぞら組」に学ぶ

　ひらないカレッジでは10月６日(木)、「他町を知る」

という学習内容のもと、本州最北端の町である大間町へ

の視察を行いました。

　まず、「マグロ一筋」のＴシャツで有名になった「あ

おぞら組」の活動を聴講しました。「あおぞら組」は、

大間町の町おこしを自分たちのアイディアで、自分たち

の力でやれることをやっていこうという熱い気持ちを

もった町民が平成12年に発足したもので、フェリーの利

用客に岸壁で旗振りをしたり、Ｔシャツや手ぬぐいなど

の商品開発をしたり、地域のゴミ拾いの先導などのボラ

ンティア活動をしたりなど様々なまちおこし活動をして

いるそうです。受講生は、説明してくれたあおぞら組の

方々の、町を愛する熱い心意気に圧倒されました。

　午後には、漁港へ行き、水揚げされた約120kgのマグ

ロを見たり、大間崎から見える北海道の絶景を堪能した

りしました。

　他町を知ることで、我が平内町のこれからの発展を考

える大きな視察となりました。

ひらないカレッジ　～すこやかコース～

十三湊をウォーキング

　10月19日(水)と24日(月)、五所川原市市浦地区の十三

湊で今年度２回目となる「ウォーキングと森林浴」講座

が開催されました。両日とも穏やかな天候で、さわやか

にウォーキングを楽しむことができました。

　唐川城跡手前にある展望台から岩木山を望む絶景を堪

能したり、大沼公園にある日本一の屋根付き木造橋「東

日流館橋(つがるやかたばし)」を散策するなどしました。

　また午後には、十三湖にある中の島から十三の砂山公

園までウォーキングし、雄大な日本海を望み、無事この

日の行程を終えました。

　今年度のすこやかコース「ウォーキングと森林浴」は

これにて終了となります。次はまた来年度となりますが、

ひらないカレッジ　～いきいきコース～

津軽あいや節はどこから？

　10月26日(水)、東青学友会の後澤一英氏をお招きし、

「民謡の伝播について」をテーマに東青教育事務所共催

の地域キャンパス講座が開催されました。

健康増進を考えている方、楽しいひとときを送りたいと

考えている方、たくさんのご参加をお待ちしております。

　講師の後澤氏は、青森県ではなじみの深い「民謡」が

どこから発祥し、どのように伝わってきたのかについて、

趣味が高じて約30年以上調べているとのことで、今回は

特に「津軽あいや節」に関しての説明をいただきました。

　後澤氏によると、津軽あいや節は、熊本県牛深(うしぶ

か)市の牛深漁港周辺で歌われていた漁師唄の「牛深はい

や節」がもととなり、鎌倉時代あたりから日本海を通じ

て伝わったのではないかとのことでした。「はいや節」が

「あいや節」と訛って伝わったのではないかと考えられて

いるようです。

　また、民謡の拍子も地域それぞれにおいて違いがあり、

伝わった年代や地域性により、変化したのではないかと

のお話でした。

　講座の後の質疑応答では、受講生から様々な質問があ

り、有意義な時間となりました。



7 Ｈ23・12月号「第630号」・生涯学習情報

○12月の休館日 　11日・23日・25日・29日～１月３日

「子どもをほめよう、叱ろう、励まそう」

生涯学習カレンダー
12 月

８日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

11日(日)  ◆冬の交通安全県民運動(～20日)

16日(金)  ◆東小学校　ふるさと交流会

18日(日)  ◆家庭の日

22日(木)
 ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

 ◆管内小・中学校　２学期終業式

◆一般書◆

①消失グラデーション　　　　　　長　沢　　　樹

②要介護探偵の事件簿　　　　　　中　山　七　里

③カンタ　　　　　　　　　　　　石　田　衣　良

④金平糖の降るところ　　　　　　江　國　香　織

⑤境遇　　　　　　　　　　　　　湊　　　かなえ

⑥破断越境捜査３　　　　　　　　笹　本　稜　平

⑦神君家康の密書　　　　　　　　加　藤　　　廣

⑧悪道西国謀反　　　　　　　　　森　村　誠　一

⑨三陸物語　

　　被災地で生きる人々の記録

　　　　

萩　尾　信　也

⑩はげましてはげまされて　　　　川　浪　正　造

　このカレンダーは、その月の主な行事と「生涯学習
カレンダー」に記載されている事業に変更があったも
のを記載していますので「生涯学習カレンダー」と照
合してご活用ください。

　　お話会開催のお知らせ

12月10日(土)10：00～　お話コーナー

スポーツの秋を堪能

パークゴルフ大会開催

　去る10月７日(金)、平内町老人クラブ連合会体育部(奈

良守部長)主催のパークゴルフ大会が夜越山パークゴル

フ場を会場に開催されました。

　前日まで降っていた雨も上がり、秋晴れの中で総勢60

名が18ホールをプレーし熱戦を繰り広げました。

　参加した部員らから「珍プレー・好プレー」が続出し、

たくさんの笑顔や拍手があふれ、楽しい時間を皆で過ご

しました。競技終了後には、「来年も絶対参加する。来

年こそ優勝するぞ」といった声が多く聞かれました。

　大会の結果は以下のとおりです。

第24回全国スポレク祭ゲートボール競技

平内町選抜チーム大健闘！！

　平成19年に青森県を会場に開催され、平内町でも綱引

き競技が行われた全国スポーツ・レクリエーション祭。

今年も11月６～７日、栃木県内各会場で開催されました。

　県大会予選を勝ち抜いた平内町ゲートボール選抜チー

ムは、さくら市を舞台に全国強豪チームを相手に3勝1敗

と、惜しくも全勝を逃しましたが大健闘しました。

男子の部　優勝　寺下町　白菊会　川端欣三

女子の部　優勝　緑町　緑寿会　高桑久美子

　会場では20代、30代と青年層が目立ち、活気溢れた大

会となりました。さらに、明るい話題として、国民体育

大会(国体)に平成27年の和歌山大会から公開競技で参加

することが決まり、大会に大いに弾みをつけました。

　各種ある全国大会出場でも、今回初めて選抜チーム「平

内町」名で出場したこともあり、他チームから「ひらう

ちちょう」と呼称されましたが、「ひらないまち」と大

いにアピールしてきました。

　また、ホタテ稚貝にデザインしたキーホルダーのプレ

ゼントは大変喜ばれ、自然とホタテの話題につながり、

実のある日々となりました。
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hiranai

保健だより 肝炎を予防しましょう
　肝炎は肝臓に肝炎ウイルスが原因で、急性もしくは慢

性的に炎症ができた状態をいいます。経過からみて急性

肝炎と慢性肝炎の２種類に分けられます。

　急性肝炎は６か月以内に改善されますが、慢性肝炎に

なると肝機能障害が６か月以上持続してしまいます。

　肝炎の中には特に急激に肝細胞が壊れて肝臓の機能が

低下する「劇症肝炎」というものもあります。

　肝臓という臓器は他の臓器と比べて、とても働き者で

我慢強い臓器です。少しぐらいダメージを受けても黙っ

て働き続けてくれるのは良いのですが、病気の発現が遅

いことやウイルス性肝炎に感染しても本人が気づかずに

いることが多いのです。

肝臓がんの90パーセントがウイルス性肝炎です。

　現在がんのよる死因で３番目に多いのは肝臓がんで

す。Ｂ型肝炎の肝臓がんにしめる割合は１割程度で、多

くはＣ型肝炎です。

　ウイルス性肝炎は国内最大の感染症です。Ｂ型肝炎ウ

イルスには日本人の150万人が感染し、Ｃ型肝炎ウイル

スには100万～200万人が感染していると考えられていま

す。肝炎ウイルスへの感染を早期に発見して、必要な定

期検査や適切な治療を行なえば、肝硬変、さらに肝臓が

んを発症する人を減らすことができます。

肝炎ウイルス検査について

　青森県では、肝炎の早期発見・早期治療のために、県

が指定する医療機関で、平成24年３月31日まで、無料で

Ｂ型及びＣ型肝炎ウイルスの検査を実施しています。

　対象となる方は県内に住所があり、過去に肝炎ウイル

ス検査を受けたことがない方が対象となります。

　検査を受けることができる医療機関は、県が指定する

医療機関になります。また、検査実施日時等は医療機関

によって異なります。検査を希望する方は、事前に検査

を希望される医療機関にお問い合わせください。

　なお、検査申込は、検査当日に医療機関の窓口に備え

ている申込書に必要事項を記入のうえ提出ください。

　※医療機関一覧は県のホームページをご覧になるか、

　または役場保健福祉課にお問い合わせください。

肝炎は日常的な接触で感染することはありません。

　握手・くしゃみ・食事・入浴・トイレ・公衆浴場・ハ

エ・カなど日常的な接触で感染することはありません。

日頃から肝臓をいたわりましょう

　アルコールなどのウイルス以外の原因による肝炎につ

いては普段の食生活や飲酒などで、肝臓になるべく負担

をかけないようにしましょう。

　普段からバランスのよい食事をこころがけ、お酒を飲

む人は、酒量を控えながら一緒に高タンパク質のおつま

みを摂り、週に２回は休肝日をつくりましょう。

お酒は控えめに、
　　　週に２回の休肝日をつくりましょう。

　こんなことには注意しましょう。

　①他人の血液にはさわらない

　②血便や生理の後始末をする場合には使い捨ての

　　ゴム手袋をつかう

　③歯ブラシやカミソリなどを他人と共有しない

　④性交渉の時にはコンドームを使用する

　⑤検査による早期発見をこころがける

役場　保健福祉課　保健係

　　℡７５５－２１１４(内線140)

問

男性のための料理教室
～WAの一品料理を楽しむ会～

　男女共同参画を推進しようと活動を続けている「虹の

会」が企画し、メタボ予防や減塩など生活習慣病に関す

る指導と男性の自立した生活を確立してもらおうと毎年

実施している「WAの一品料理を楽しむ会」が11月10日の

夕方、勤労青少年ホームで行われました。今年は「備蓄

食材の活用」と題し、町保健福祉課の井口管理栄養士を

講師に迎え、約10名の参加者でトマトパスタスープや凍

り豆腐のかき揚げ等の料理を楽しみました。

　井口管理栄養士によると、今回は震災の教訓を活かし、

非常時でも慌てないように、普段から保存のきく食材を

活用して美味しく料理する献立を紹介したそうです。

　参加者からは「スープの塩分が少しうすいと感じるが

これ位がちょうどよいんだな」、「食材のアレンジの仕方

がわかり参考になった」、「お正月に家族に作ってあげた

い」、「また来年も参加したい」などの感想発表がありま

した。
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日　　程 活動・場所 内　　容

12月７日(水)
９：45～11：15

ぴよぴよ絵本サークル
町立図書館(おはなしコーナー)

 絵本・紙芝居の読み聞かせを

行います

12月14日(水)
９：45～11：15

すくすくクラブ
支援センター

 身体測定

 クリスマス飾りを作りましょう

12月20日(火)
９：45～11：15

親子ふれあいワーク
支援センター

 保育園のクリスマス会に

 参加しましょう。(要電話連絡)

 【お問い合わせ先】
平内町地域子育て支援センター
　　　　　　℡７５８－１２１４

☆ 子育て支援センター ☆

12月の行事予定

　10月26日(水)、清風荘ケアハウスにて、山本ハツさん

の満100歳を祝い長寿顕彰式が行われ、逢坂町長より顕

彰状と記念品が手渡されました。顕彰式の後には、お祝

いのセレモニーが盛大に催され、山本さんの「これまで

の歩み」がスライドで紹介されました。当日は、山本さ

んの長男と２人の娘さんが駆け付けてくださり、またケ

アハウスの入所者や職員皆で長寿のお祝いをしました。

　山本さんは、明治44年11月１日外童子に生まれ、故山

本徳三郎さんと結婚し３人の子供に恵まれ、孫は５人、

ひ孫が８人います。一昨年から清風荘ケアハウスに入所

していますが、身の回りのことはほぼ自分でやっており、

元気に過ごしています。これからも体調に気をつけ、長

生きしてください。

百歳おめでとうございます！
山本ハツさん　平内町長寿顕彰式

31年間の母親クラブ活動
佐藤さん全国表彰受章

バランスのとれた食事を作ってみんなで食べてみま

せんか？「食事の大切さ」についてのお話もあります。

日　時：平成23年12月26日(月)10：00～13：00

場　所：勤労青少年ホーム「調理室」

対象者：小学校１年生～６年生の子どもと保護者

　　　　（子どもだけでも参加可）

参加料：無料

持ち物：エプロンと三角巾

締　切：平成23年12月20日(火)

　　　　先着20名まで(大人と子ども合わせて)

主　催：平内町食生活改善推進員会

申込先：役場　保健福祉課　℡017-755-2114(内139)

親子クッキング教室を開催します
～参加者募集～

○巣ごもり卵

○いろいろ野菜のカレーみそスープ

○クレープ

　　　　　　　　　　　　その他

♪こんな料理を作ります♪

　10月27日から28日にかけ福井市で開催された第38回地域

組織活動指導者全国大会において、佐藤さつ子さん(第２藤

沢)が全国地域活動連絡協議会表彰を受章しました。

　佐藤さんは、昭和54年４月にひらない中央児童館を拠点

に活動する第一母親クラブに入会し、以来31年間、得意の

手芸・洋裁を活かして児童館の行事に積極的に参加し、子

どもたちの成長を見守ってきました。

　その間、第一母親クラブ理事や母親クラブ連絡協議会監

事等を歴任し、指導者としても活躍してきたことに加え、

地域の子供会、交通安全母親クラブにも率先して参加し活

動に協力してきたことが評価され、今回の全国表彰受章と

なりました。

　11月８日(火)に役場を訪れた佐藤さんは「長年コツコツ

とやってきたことが31年もたち、自分でもびっくりしてい

ます。これからも地域社会のため協力していきたいと思い

ます」と、逢坂町長へ受章の報告をしました。

　母親クラブとは、「まちの子はみんなわが子」を合言葉に、

子どもたちの健全育成を願って、地域ぐるみでボランティ

ア活動する組織で、親子や世代間の交流・文化活動、児童

事故防止のための活動などを通してお互いの親睦をはかり

ながら、子育てや家庭、地域での生活の問題など、子ども

達を取り巻く様々な問題について考え、話し合い、解決を

図っていきます。

　また、メンバーも小さな子どもを持つお母さんばかりで

はありません。地域の児童健全育成に関心のある方ならば

年齢・性別を問わず入会できますので、お父さん、お兄さん、

お姉さんなど、幅広くたくさんの人たちが活動しています。

　興味ある方は、ひらない中央児童館までお問い合わせく

ださい。

ひらない中央児童館

　　℡７５５－２３５４

問

母親クラブってなに？
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平内中央病院だより

平内町在住で65歳以上の方
　　　　　　　であれば無料です！！
　　　　　　　　　　　　　(※１回目のみ)　

季節性インフルエンザの
予防接種がはじまりました！

　当院では、大好評だった昨年に引き続き、「未来創造ひら

ない塾(船橋正彦塾長)」主催による院内クリスマス・コン

サートを開催します。

　患者さんだけではなく、ご家族の方や地域の皆様、どな

たでも鑑賞出来ますので、是非お越しください！

クリスマスコンサートを開催します

　去年のように非課税の要件や証明書の提示などは必要あ

りません。

　平内町に住んでいて、平成23年12月31日までに65歳以上

になる方であれば、無料でインフルエンザの予防接種を受

けることができます。皆様のお越しをお待ちしております。

◆受付期間：平成23年11月１日～12月28日まで

◆受付時間：月～金曜日

　　　　　　午前８時15分～午前11時40分

　　　　　　午後２時と午後４時

　　　　(※小児科は木曜日の午後のみとなります。

　　　　また、電話予約が必要ですのでご了承ください。)

◆料金：助成対象者　１回目　無料、２回目　2,000円　

　　　　その他　１回目　2,000円、２回目　2,000円

◆助成対象者：

　１.平内町在住の65歳以上の方

　　　（平成23年12月31日までに65歳に達する方）

　２．60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓若しくは呼

　　吸器機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障

　　害を有する方として、厚生労働省の定める方

　　（医師の判断及び身体障害者手帳で確認）

○日　時：平成23年12月14日(水)　16：00～

○場　所：平内中央病院１階「リハビリ室」

○内　容：「どんぐりコーラス」による童謡、「ＥＩＪＩ」　

　　　　　による本格マジック等

　　　　　(内容は変更する場合があります)

○その他：参加無料、どなたでも鑑賞できます。

昨年のコンサートの様子

平内中央病院医事係
　　　　　℡７５５－２１３１(内105)

問
平内中央病院庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１(内109)

問

鳥インフルエンザについて

　昨年11月以降、国内では９県24農場で高病原性鳥イン

フルエンザの発生が確認されました。また、アジア周辺

諸国では、依然として本病が発生しています。

　これから渡り鳥が飛来する季節を迎え、鶏と野鳥(ス

ズメ等)との接触を避けるため次のことに注意してくだ

さい。

１　放し飼いにしないこと。

２　鳥小屋・運動場は防鳥ネット(網目の大きさ

　　が２㎝以下のもの)で囲い、ネズミ等が入ら

　　ないよう小屋の穴は補修して塞いでおく。

３　清潔な環境で飼育し、小屋の周囲を消石灰

　　等で定期的に消毒する。

４　鶏の世話をするときは、専用の長靴を用い、

　　よく消毒する。

　青森家畜保健衛生所
　　　℡７６４－１７４４

問

◆ 死亡した野鳥を見つけた場合 ◆

　野鳥の種類、羽数により検査が必要となります。詳し

くは東青地域県民局地域農林水産部林業振興課にお問い

合わせください。

　なお、病気以外で死亡した野鳥を処分する場合は、素

手で触らずビニール袋に密封し、燃えるゴミに出してく

ださい。

東青地域県民局
　地域農林水産部林業振興課
　　　　　℡７３４－９９６２

問

◆ 室内で小鳥等を飼っている方へ ◆

　野鳥と接触する機会がほとんどない小鳥等について

は、お近くの動物病院へご連絡ください。

◆ 鶏肉・卵の安全性 ◆

　肉や卵を食べて鳥インフルエンザに人が感染した例は

ありません。

　次の症状を確認した時は、家畜保健衛生所へご連絡く

ださい。

・とさかの色が黒くなり出血する・顔が腫れる

・足の皮下出血・卵を産まなくなる

・下痢・神経症状・急死　等

　詳細については青森県ホームページでご覧ください。

    http://www.pref.aomori.lg.jp/

              nature/nature/tori-manual.html
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暮らしの中の税
『私たちの生活と税金』

◆ 取り壊し建物はありませんか？ ◆ 　土地は、皆さんの日常生活や経済活動の共通の基盤で

あるとともに、将来にわたり限られた貴重な資源である

ことから、地域全体の住みやすさや自然環境との調和を

考えて、適正に利用することが大切です。

　このことから国土利用計画法では、乱開発や無秩序な

土地利用を防ぐため、一定面積以上の大規模な土地取引

をしたときは、町を経由し県にその利用目的などを届け

出て審査を受けることとしています。

◆届出が必要な土地取引

○取引形態

　売買、交換、営業譲渡、譲渡担保、代物弁済、共有持

　分の譲渡、地上権・賃借権の設定・譲渡、予約完結権・

　買戻権等の譲渡、信託受益権の譲渡、地位譲渡、第３

　者のためにする契約(これらの取引の予約も含みます)

○面積の要件

　都市計画区域内は 5,000㎡以上

　都市計画区域外は10,000㎡以上

※個々の面積は小さくても、権利取得者(売買の場合であ

　れば買主)が権利を取得する土地の合計面積が上記に該

　当すれば届出が必要になります。

※農地の場合は事前の許可が必要です。農地の売買・転

　用をお考えの方は、必ず農業委員会へご相談ください。

◆届出する人や期限など

○届出者

　土地の権利取得者(売買の場合であれば買主)

○届出期限

　契約締結日から２週間以内

○届出に必要な書類

　①土地売買等届出書(役場　総務課企画政策係)

　②土地取引に関する契約書の写し

　③土地の位置を明らかにした縮尺１/50000以上の地形図

　④土地及びその付近の状況を明らかにした縮尺１/5000

　　以上の図面

　⑤土地の形状を明らかにした図面(公図、地籍調査図等)

　「大規模な土地取引」には
届出が必要です！

役場　総務課　企画政策係

　℡７５５ー２１１１

問

　固定資産税は、毎年１月１日(「賦課期日」といいます)

に、土地、家屋、償却資産(これらを総称して「固定資産」

といいます)を所有している人が、その固定資産の価格

をもとに算定された税額を、その固定資産の所在する市

町村に納める税金です。

　今年中(12月31日まで)に取り壊した建物は、固定資産

税台帳から削除しなければなりません。取り壊したにも

かかわらず、取り壊しの届出をしないと来年度も課税さ

れることがありますので、必ず手続きをお願いします。

　なお、法務局に家屋等の滅失登記をされた方は、この

届出は必要ありません。

○届出時に連絡いただく事項

　・納税者の住所、氏名

　・建物の所在地

　・建物の内容(用途、構造、面積、取り壊し年月日など)

　※なお、届出に基づいて現地を確認させていただきま

　　すので、ご協力ください。

問 役場　税務課　収納係

　℡７５５－２１１５(内線２４９・２５０)

　生活保護を受けたり、災害、その他の理由により税

金を納めるのが困難な場合、納期限前７日まで(国保税

は納期限まで)の申請により税金を免除、減額されるこ

とがあります。また、一度に納付することが困難な場

合は、分割納付などもできますので、納付方法につい

てもお気軽にご相談ください。

問 役場　税務課　資産税係

　℡７５５－２１１５(内線２４７・２４８)

◆ 納税相談を行っています◆

12月26日(月)は、町民税４期の納期限です。
　　　忘れないで納めましょう！！

　平成23年４月１日から平成26年３月31日までの期間内

に始まるいずれかの事業年度において、雇用者増加数５

人以上(中小企業は２人以上)、かつ、雇用増加割合10％

以上等の要件を満たす企業は、雇用増加数１人当たり20

万円の税額控除が受けられます(当期の法人税額の10％

((中小企業は20％)が限度になります）。

　税制優遇制度の対象となる事業主の要件には、

　　・青色申告書を提出する事業主であること

　　・適用年度とその前事業年度に、事業主都合に

　　　よる離職者がいないこと

　　・風俗営業等を営む事業主ではないこと

等があり、本制度の適用を受けるためには、あらかじめ「雇

用促進計画」をハローワークへ提出する必要があります。

※詳しくは下記へお問い合わせください。

雇用を増やした企業に対する

税制優遇制度のお知らせ

問 青森公共職業安定所(ハローワーク青森)

　事業部門　℡７７６－１５６１(３１＃)

役場　保健福祉課　福祉係

　　℡７５５－２１１４(内線142)

問

　10月から子ども手当の制度が改正となり、これまで子ど

も手当を受給していた方の全員が、新たに「認定請求書」

を提出しなければなりません。

　役場へ提出していただく認定請求書は、すでに受給者の

皆さまへ郵送しており、申請期限は12月９日(金)となって

おります。

　期限までに届出をされない場合は、子ども手当の支給が

止まる場合がありますので、まだ手続きがお済みでない方

は、お早めに保健福祉課⑦番窓口までお越しください。

　また、何らかの理由により、期限内の手続きが困難な場

合などは、下記までお問い合わせください。

子ども手当の手続きはお済みですか？
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雪の季節が到来しました…
除雪作業にご協力を！

　町では、道路の通行を確保するため「平内町除排雪計

画」にのっとり除雪作業を行っております。

　除雪作業をスムーズに行うために、町民の皆さまのご

理解とご協力をお願いします。

　町の基準としては、積雪が幹線道路で10㎝、一般道で

15㎝に達した場合に出動することにしています。少々の

雪では出動いたしませんので、皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。

◆路上駐車をしない
　　車が路上に止めてあると除雪車が入れず、作業が遅

　れたり除雪ができないことがあります。路上駐車は絶

　対にしないようにお願いします。

◆道路に雪を出さない
　　除雪をした後の道路に、雪を出している人をよく見

　かけます。これだと交通障害を起こし、除雪した効　

果がありません。皆さんの良識あるご協力をお願いし　

ます。

◆障害物には目印を(ブロック塀、垣根等)
　　除雪は主に深夜から早朝にかけて行います。障害物

　が雪の中に隠れていると機械で壊してしまったり、道

　路を広く除雪することができなくなります。障害物に

　は目印をつけてくださるなどのご協力お願いします。

◆除雪車には近づかない
　　除雪作業中は大変危険ですので、絶対近づかないで

　ください。

◆屋根の雪は自分で処理を
　　道路に屋根の雪が落ちて、車が通れないという苦情

　がよくあります。屋根の雪は、所有者、管理者が責任

　を持って処理してください。

◆深夜の作業にご協力を
　　除雪は、朝の通勤通学路を確保することを第１の目

　的として行っています。そのため、どうしても真夜中

　の作業が多くなります。騒音や振動でご迷惑をおかけ

　しますが、皆さんのご理解をお願いします。

◆除雪に関するお問い合わせは
　【町 道】 役場　地域整備課　建設係　

　　　　　　　　　　℡７５５－２１１６

　【県 道】東青地域県民局地域整備部　道路施設課

　　　　　　　　　　℡７２８－０２４７

　【国 道】 青森国道維持出張所　管理係

　　　　　　　　　　℡７６６－３２１１

土屋バイパス開通記念式典
～30年来の悲願達成～

　11月10日（木）、国道４号線土屋バイパスの開通記念

式典が執り行われました。

　旧国道４号線の土屋地区を通過する区間は、事故等に

よる通行止めや渋滞、越波、冬季間の歩行者の通行に支

障が出るなど、多くの課題を抱えてきました。平成14年

の大雨による土砂崩れでの長時間にわたる通行止めは記

憶に新しい所です。

　昭和55年、土屋町内会で町内会費と別に運営費を集め

て「土屋バイパス建設促進委員会」が結成され、地道な

要望活動がスタートしました。以来、平成９年度の工事

着手を経てこのたび、30年間の要望活動が実を結んでの

バイパス全線開通となりました。

　式典では、茂浦小学校児童によるホタテ太鼓のアトラ

クションが披露された後、自らも「土屋バイパス建設促

進委員会」の一員としてバイパス建設に携わった逢坂町

長の祝辞等があり、「町長としてこの場にいられること

は感慨深い」と30年間を振り返りました。

　その後、記念ゲートのテープカット並びにくす玉開披

が行われ、開通したばかりのバイパスを関係者の車両数

十台が記念パレードを行いました。

　テープカット時にくす玉を割るロープを引いた地元山

口小学校６年の佐藤大輝君、須藤璃久君、浜中聖君の３

人は「緊張したけど楽しかった」と話し、新しくできた

バイパスについて「トレーニングのために朝に走ってみ

たい」と期待感を覗かせていました。土屋バイパスから

は広く陸奥湾が見渡せ、晴れの日には岩木山も望むこと

ができます。暖かい季節には絶好のランニングコースに

なることでしょう。
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人口と世帯

男 …  6,185 人 ( ＋ ４人 )

女 …  6,681 人 ( － ８人 )

計 … 12,866 人 ( － ４人 )

世帯数…5,292 世帯（－３）

平成 23 年 10 月末現在

(　)は、前月との比較

戸
籍
の
窓
口

10月受付分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

赤
ち
ゃ
ん
名 

　

 
 
(

親)

　

住
所
地

荒　

内　

詠え
い　

翔と 
(

光

)

盛　
　

田

坂　

本　

絢あ
や　

音ね 
(

志

良)

第
１
元
町

千
代
谷　

瑛え
ー　

心す 
(

寿

幸)

山　
　

口

成　

田　

光ひ
か　

琉る 
(

聡

)

土
　

屋

竹　

内　

友と
も　

騎き 
(

幸

司)

茂
　

浦

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

喪
主 

住
所
地

田　

中　

作　

松(

91)

光　

男 

第

２

小

林

田　

澤　

邦　

美(

26)

　

翠 

大　

和　

山

金　

坂　

リ
ツ
ヱ(

84)

敏　

文 

浜　
　
　

子

笹　

原　

ノ　

ヱ(

95)

市　

則 

中

東

田

沢

福　

地　
　

豊　

(

74)

和　

子 

第

１

元

町

三　

上　

マ
ツ
ヱ(

64)

　

壽 

山　
　
　

口

名
久
井　

孝　

志(

46)

義　

久 

下　
　
　

町

木　

戸　

ツ
ル
ノ(

86)

登
久
司 

折　
　
　

戸

細　

川　

セ
ツ
子(

66)

元　

則 

東　
　
　

滝

飯　

田　

常　

松(

94)

敏　

広 

浅　
　
　

所

名
久
井　

サ　

ダ(
85)

孫
十
郎 

寺　
　
　

町

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

本
籍
地

ご
結
婚
お
め
で
と
う

伊
瀬
谷　
　

守　
　
　

本　
　

町

堀　

江　

夏　

季　
　

秋

田

県

（

問

第50回平内町民スキー大会　参加者募集！

開催日：平成24年２月４日(土)
場　所：夜 越 山 ス キ ー 場

※競技開始は９：40を予定しております。

★小学校の部
　・大回転

　・距　離　１年～２年(男女１㎞)、３年～４年(男女２㎞)

　　　　　　５年～６年(男子３㎞・女子２㎞)

　　　　　　ミックスリレー２㎞×４名(男女混合)

★中学生の部
　・大回転

　・距　離　男子３㎞、女子２㎞

　　　　　　ミックスリレー２㎞×４名(男女混合)

★一般の部
　・大回転

　・距　離　男女ともに２㎞

参加申込締切日：平成24年１月18日(水)
皆様のご参加、お待ちしております！

平内町教育委員会　教育課
　℡７５５－２５６５(内線３５２)

夜越山スキー場　12月23日オープン予定
今シーズンの営業は、土曜・日曜・祝日のみの営業となります。
なお、小・中学校の冬休み期間は、月曜・金曜を除き営業いたします。
(月曜日が祝日の場合は翌日が休業)
ナイター営業日は、火曜・木曜です。

夜越山スキー場
　℡７５５－２７５６
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